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疾病予防運動施設 メディフィットあきた

お店の紹介と地域性、お客様層について
特徴をお聞かせ下さい。

「疾病予防運動施設　メディフィット
あきた」は、医療法人祥穂会つつ
み整形外科が運営する医療法
42 条に定められるメディカル
フィットネス施設です。診療所
及び施設のある秋田県秋田市寺内地区は、秋田市中心部の北西約
5km に位置しており、由緒正しき神社仏閣、秋田城跡や緑豊かな
高清水公園を抱える閑静な地区です。利用者層としては老若男女
問わず、様々な方々にご利用頂いております。本施設の特徴は、整
形外科医院の付帯施設として医療との連携を密にし、より効果的
な健康増進、疾病予防を図ることができるという点にあります。

OXYRIUM
導入事例
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病院整形外科（～平成7年10月）国立療養
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平成16年7月1日つつみ整形外科を開業

平成23年1月1日医療法人祥穂会設立
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テーション施設｢メディケアあきた｣OPEN

平成24年12月1日疾病予防運動施設

｢メディフィットあきた｣OPEN

医療と連携し、より効果的な健康増進、疾病予防
を図る42条施設において付加価値となっている。

導入に踏みきる大きな理由や経緯についてお聞かせ下さい。
私自身、以前から酸素カプセルには興味があり、本施設の開設準備段階
から導入を考えていました。神戸にある実家に帰省した際に御社店舗に
見学・体験に伺い、丁寧な対応、専門的な説明によりOXYRIUMに対する
理解を深めることができました。また、ロンドン五輪において、ナショナル
チームが選手のコンディション作りのために酸素カプセルを使用したこと
が導入に踏み切る決め手となりました。以上が導入に至る経緯です。

● 導入機器 ： OXYRIUM MEDICAL 1.5 × 2台
● 導入時期 ： 2012年11月



当施設はメディカルフィットネス施設なので、
酸素カプセルだけが目当てでいらっしゃる方
はいませんが、見学された方は皆さん「酸素カ
プセルもあるんだ」とおっしゃいます。秋田県
内でも酸素カプセルを導入する施設は増えて
います。しかし、まだ馴染みが薄いようで、日
常的に、定期的に行う「運動」という主目的に
対して、酸素カプセルが設置されていること
は本施設の付加価値になっているようです。

酸素カプセルとしての快適性の高さを感じた
ことはもちろんのこと、個人的な感想として
は、短時間の利用でありながら、カプセルから
出たときには身体がすっきりしたような感覚
を感じました。

お店（先生・スタッフの方）にとって
酸素カプセルの魅力とは？

人によっては耳の辛さを感じることもありますが、使
用後の「スッキリ感」は1.45気圧設定のほうが強い
ように感じます。OXYRIUM Medicalは1.45気圧の他
に1.3気圧、1.2気圧と利用する人によって気圧設定
を選択できる点が気に入っています。

1.3気圧の製品に比べ
どのような違いを感じましたか？

デモ体験時のご感想は
いかがでしたでしょうか？

利用した方の中には「身体がスッキリした」「身体
が軽くなった」「中で寝てしまったが、寝起きがと
ても爽快だった」という方もいらっしゃいます。

酸素カプセルの有効性について
具体的な例があればお聞かせ下さい。



酸素カプセルの普及に伴い、各社から様々な
機種が発売されており、今後もさらに増えて
いくものと考えられます。そのなかで素人が
本当にいいものを見抜くことは困難を極めま
す。専門的な知識はもちろんのこと、各機種
の特徴を熟知し、様々なニーズに対して的確
なアドバイスをしてくれる。そんな「神戸メ
ディケア」さんのような会社で一度相談して
みることをオススメします。

疾病予防運動施設 メディフィットあきた

● 住　　所 ： 〒011-0902  秋田県秋田市寺内堂ノ沢三丁目６－６

● 電話番号 ： 018-874-8716
● 営業時間 ： 月～土曜 15：00～21：00　● 定休日 (日曜、祝日、年末年始)

Infomation

今後、カプセルの導入を検討されている
方に一言いただけますか。

今後は従来のような酸素カプセルは低価格
化が進み、一般家庭用として普及していくの
ではないかと考えます。「家庭用」と「業務
用」に分化した場合、業務用には居住性の快
適化や機能、性能の充実化が求められると
考えます。

今後の酸素カプセルについて、
ご意見をお聞かせください。
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